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論文題目：都市平安京の様相――八世紀末から十二世紀初頭までの実態を中心に  

 

本論文は、都市平安京の具体的な様相について、平安遷都以前から摂関期までの約三百

年の間、都市としての空間構造の変化や都市空間の利用などについて考察するものである。 

序論の「問題の所在と本論の視角」においては、先学がすでに行なわれた都市平安京に

ついての研究状況をまとめ、本論文の問題意識を提起するものである。 

そして第一部では、「初期平安京の様相」について、平安遷都の歴史的背景となる桓武天

皇の即位及び皇統思想に注目し、平安京に表われた国家理念を論じ、さらに嵯峨天皇以降

の唐風流行に焦点を当て、平安京に関する文化的な側面を論じるものである。 

第二部の「十世紀以降の平安京の実態」では、十世紀以降、摂関期までの平安京の様相

について、いくつかの実例を取り上げ、該当期の平安京の実態について解明する。 

最後に附論の「東アジア諸国の古代都市－中国・日本・ベトナムの比較」では、本研究

を開始したきっかけでもある、中国の都城制をモデルとした東アジア諸国（漢字文化圏）

の古代都市のあり様について並べて比較し、それぞれの都市の特徴を見出し、東アジア古

代都市の全体像を構築することを目指すのである。 

以下は各章の要旨をまとめたものである。 

「序論 問題の所在と本論の視角」では、本論文が注目する都市空間の構造や、都市空

間の利用、さらに都市で発生する災害などの側面から、これまで都市平安京に関する先行

研究をまとめ、本論文が持つ研究上の意義及び位置付けを総括するものである。 

「第一部第一章 桓武天皇の即位と平安遷都の前夜」では、平安遷都を行なった桓武天

皇の即位前後の政治動向及び即位後に行なわれた長岡遷都・交野郊祀などを手かがりにし

て、桓武の皇統に対する意識を分析し、平安遷都が行なわれた背景の一つを桓武の皇統意

識に求める。桓武は即位後、天皇としての正統性を主張するため、中国の「辛酉革命・甲

子革令」に基づいて一連の改革を施行し、のちの平安時代の根本となるものを創出した。  

「第一部第二章 平安京の別称考——長安か、洛陽か」では、平安京の空間を語る際に必

ず言及される「東京を洛陽城と号し、西京を長安城と号す」（『拾芥抄』）という文言につい

て再検討するものである。平安京遷都以降の一次史料を細かく分析した結果、「左京」「右

京」という語の行政用語としての特質を明らかにし、「東京」「西京」は地理空間を強調す

る用語として頻繁に使われている傾向を見出した。そして平安京に関する「洛陽」「長安」

の表現は、白詩を初めとする中国漢文の影響を受け、初見からしばらくの間はただ平安京

を文飾する修辞として用いられた。文学表現の域から日常表現への汎用の過程は摂関期に

見られるが、のちに「洛陽」が平安京（京都）の別名になったことを論じた。  

「第二部第一章 平安京の空間構造―京の空間利用及び内外認識」では、主に平安京の

空間の構造及び都市と周辺地域の空間利用に焦点を絞り、時代の変化とともに、律令都城

平安京から都市平安京（京都）への空間構造の変化を探っていくものである。まず平安京



内の特殊的な空間である境界としての羅城門や禁苑の役割を担う神泉苑に焦点を絞り、そ

れぞれ空間の構造と利用の具体例について論じた。そして範囲を拡大し、平安遷都以降、

平安京外部の遊猟地と京の内外区分について具体例を挙げて分析し、天皇・貴族集団にと

って城壁のない平安京の内外についてどういう認識をもっていたのかを検討した。  

「第二部第二章 平安貴族の新宅・移徙の儀について―敦煌文書宅経との比較研究」で

は、天皇から貴族まで陰陽寮の指示及び作法に従い、新宅移徙を行なうのは生活に欠かせ

ない儀式である新宅・移徙の儀について、この儀式に関する勘文と敦煌文書 P3281vb「初

入宅法」を比較し、内容の比較から中国からの伝来の時期などについて考察した。そして

摂関期以降の新宅儀礼の実態を分析し、陰陽師による反閇や儀式内容の簡略化、そして女

性が移徙の主役である際の作法の変更について、日本独自の解釈として理解すべき見解を

出した。  

「第二部第三章 平安時代の災異記録―気候と疫病から考える」では、近年、現実の災

害問題を目の前にして、平安時代の災害問題、特に平安京が直面した災害の中から、気象

災害及び疫病災害を研究対象として取り上げた。古記録の特徴を利用し、記主の通時的記

録の内容を分析することによって、気象災害の発生及び政府の対応を捉えることができた。

また、疫病の流行の史料を詳細に見ていくと、疫病の流行間隔は周期的なものであり、外

国からもたらされた未知なる疫病に対する恐怖より生み出された疫神の思想は、長い間、

日本に強い影響を与えた。当時の疫病流行に対する政府の対策は少なく、改元・天下大赦・

仁王会・神社への奉幣そして大祓などが平安時代の主流であり、実質的な救済よりも民間

の祭祀が勃興するようになったのは、災害の頻発が影響していたと考えられる。  

「附論 東アジア諸国の古代都市－中国・日本・ベトナムの比較」では、中国古代都城

を源流とする東アジア諸国の古代都市の特徴を重点的に列挙し、それぞれの国の風土や政

治情勢などによる独自性を生み出した理由を探った。また、この比較研究をすることによ

って、平安京が東アジア諸国の古代都市の中における位置付けを論じ、国際的な視座から

平安京を見ることとする。 

 以上の序論・二部構成の内容及び附論によって、平安京の成り立ちから都市と周辺空間

の利用及び災害問題など、平安京を客体としての実態をそれぞれのテーマで論じた。 

平安遷都は前の都城である長岡京の造営や土地利用における客観的問題、及び主観的な

政治的背景など複雑な背景を持っており、桓武が平安遷都に込める新たな治世への願いは

大きかった。桓武朝の変革に続き、嵯峨朝に導入する唐風文化は、白詩などを参照に多く

の優れた漢文作品が作られ、文学表現の空間において平安京を洛陽・長安城と重ね、平安

京が持つ文化的な側面を明らかにした。 

また、平安京の内外空間は時代とともに範囲が変化し、利用の仕方や空間に対する認識

も変わり、中世都市京都へ移行する前段階の都市空間の性格を示すものになった。貴族の

新宅移徙に関する作法と京内での疫病流行は、それぞれ違った視点から平安京での生活空

間の実態を究明し、貴族から庶民まで平安京に生きる人々のリアルな生活状況を解明した。

平安京研究においては、すでにさまざまな実態が論じられてきたが、本論は、史料に基づ

く考証及び異なる視点からの「実態」についての検討の出発点であり、8－12 世紀初頭ま

での平安京のあり様をより鮮明的なものにした。  


